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論文題目：Synthesis of Cage-Shaped Molecules of Physalins for Biological Evaluations 
    （生物活性評価を志向したフィサリン類かご型構造の合成） 


















第二章 速度論支配ワンポット反応によるフィサリンの特異な DEFGH環部の構築 
フィサリンの DEFGH環部の構築法を検討した。DEFG環部の合成法からヒントを得
て、EGH 環を一挙に構築するワンポット反応を計画した。DFGH 環部の合成では、G
環と H 環の形成反応において、目的の閉環体が 13%と低収率でしか得られず、H 環が
開環したヘミアセタール生成物が 75%副生することが問題点であった。またこれらの化
合物は平衡関係にあるため収率の改善が困難であった。 
DEFGH 環部の構築のため、既知物質から 25 工程で 3 環性の環化反応前駆体を合成
した。LiOHと含水 THF中で処理後、溶媒を除去し、ワンポットで酢酸中加熱処理する





































部との Diels-Alder 型反応に付すことで、フィサリン類の右側構造に AB環部を連結した
化合物を得ることに成功した。 
